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表示科目とXBRLの整合性(1/2)
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AA引当金 10,000
<BbProvision>

XHTML

<BbProvision> 10,000

XBRL Instance

<BbProvision>
Label: “BB引当金”

Taxonomy

閲覧書類上は
AA引当金が10,000
しかし、要素名をBbProvision
と間違えたと仮定

閲覧書類 XBRL

AA引当金 10,000

HTML <AaProvision> 10,000

XBRL Instance

<AaProvision>
Label: “AA引当金”

Taxonomy

現
行

Inline
XBRL
方式

しかし、XBRL上はBB引当金が10,000
XBRLを利用する書類情報比較機能でもBB引当金10,000と表示される。

XBRLインスタンス上の要素名（AaProvision）をキーにタクソノミから名
称（“AA引当金”）を取り出してHTMLを自動生成するので、閲覧書類と
XBRLの一貫性が自動的に保証される。

太枠のものが
提出対象

＜下は懸念されるエラーケース＞



表示科目とXBRLの整合性(2/2)

2

AA引当金 10,000
<BbProvision>

XHTML

<BbProvision> 10,000

XBRL Instance

<BbProvision>
Label: “BB引当金”

Taxonomy

閲覧書類 XBRL

Inline
XBRL
方式

＜下は懸念されるエラーケース＞

BB引当金 10,000

チェックレポートの作成

提出者の事前チェック

太枠のものが
提出対象


